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事業の内容・実施主体 

再編事業の全体像 

福山・笠岡地域の再編事業は下表のとおりであり，利便性，及び効率性の向上を図るために，新し

い路線整備や，系統の統合，分割，モード転換等を行う。 

 

 

表 地域公共交通再編事業及び事業主体 

項目 事業内容 事業主体 

福山市西部 

新川線の再編 

複雑な系統の統合により利便性を高めるととも

に，朝夕の一部を除いて系統の分割を行い，運行効

率の向上を図る。 

鞆鉄道(株) 

郷分線の再編 
北側を福山市北部の乗り継ぎ拠点である中国中

央病院まで延伸し，利便性の向上を図る。 
(株)中国バス 

ＧＳＭの活用 

小型電動低速車（ＧＳＭ：グリーンスローモビリ

ティ）の活用による路線の見直しを行い，利便性の

向上を図る。 

鞆鉄道（株） 

福山市北部 

服部線のモード

転換 

経常収益率が低い路線を廃止し，地域住民の生活

移動の実態に合わした乗合タクシーを導入するこ

とで，効率化を図る。 

福山市・ 

（運行事業者） 

柞磨線・天満線

のモード転換 

経常収益率が低い路線を廃止し，地域住民の生活

移動の実態に合わした乗合タクシーを導入するこ

とで，効率化を図る。 

福山市・ 

（運行事業者） 

緑陽町への乗合

タクシー導入 

現状，公共交通が運行しておらず，高齢化の進む

高台団地である緑陽町へ乗合タクシーを導入する。 

福山市・ 

（運行事業者） 

福山市東部 
大門駅へのアク

セス性向上 

路線を見直し，大門駅北側へのアクセス性の向上

させることで，利便性の向上を図る。 
（株）中国バス 

 

※現時点での案であり，今後の調整の中で事業の変更が生じる可能性あり 

 



2 

 

 

※検討中の事業 

項目 事業内容 事業主体 

福山市東部 

・笠岡市 

笠岡・福山買物

ライナー（仮称）

の新設及び周辺

路線の再編 

実証運行を行っている買物ライナー（仮称）の本

格運行，及び周辺路線の再編を検討する。 

(株)井笠バスカ

ンパニー 

福山市南部 
まわローズの再

編 

 実証実験を行うまわローズの再編について本格

運行を検討する。 

(株)中国バス，鞆

鉄道(株)，(株)井

笠バスカンパニ

ー 

福山市西部 

東村線の再編 
経常収益率が低い路線の交通モードを見直し，地

域の移動手段を確保する。 
鞆鉄道（株） 

（仮称）福山市

総合体育館への

系統新設 

水呑大橋を渡る系統の新設により，沼隈エリアか

ら福山医療センターまでのアクセス利便性の向上

を図る。 

鞆鉄道(株) 

箱崎線の再編 
経常収益率が低い路線の交通モードを見直し，地

域の移動手段を確保する。 
鞆鉄道（株） 
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○再編事業の対象  ※「再編実施計画」策定までに，路線図を再編前（2019年9月）時点に更新します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福山市西部 

郷分線を福山市北部の乗り継ぎ拠

点である中国中央病院まで延伸

し，利便性の向上を図る。 

複雑な系統の統合により利便性

を高めるとともに，系統の分割を

行い運行効率を図る 

水呑大橋を渡る系統の

新設により，沼隈エリア

から福山医療センターま

でのアクセス利便性の向

上を図る。 

狭隘区間を含むルートにお

いて，小型車両（グリーンス

ローモビリティ）活用による

路線の見直しを行い，利便

性の向上を図る。 

経常収益率が低い路線の

交通モードを見直し，地域

の移動手段を確保する。 

経常収益率が低い路線の

交通モードを見直し，地域

の移動手段を確保する。 
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福山市北部 

経常収益率が低い路線を

廃止し，地域住民の生活

移動の実態に合わした乗

合タクシーを導入すること

で，効率化を図る。 

現状，公共交通が運行しておらず，

高齢化の進む高台団地である緑陽

町へ乗合タクシーを導入する。 
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福山市南部 

福山市東部 

笠岡市と生活施設が立地する

福山市東部とを結ぶ路線を新

設し，利便性の向上を図る。 

まわローズの運行経路を見直

し，利便性の向上を図る 

路線を見直し，大門駅

のアクセス性の向上を

図る。 
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笠岡市 

笠岡市と生活施設が立地する

福山市東部とを結ぶ路線を新

設し，利便性の向上を図る。 


